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を有するベシクルを調製する新たな方法について検討している。Leu と Aib の交互配列を有するポ
リペプチドについて、鎖長あるいはヘリシティの異なる 3 種類の両親媒性ブロックポリペプチド
(L16、D16、D14)を合成している。様々な組み合わせで分子集合体を調製し、モルフォロジーへの影








 第三章では、疎水部ヘリックス C 末端に芳香族基を導入し、芳香族基が分子集合体の形態およ
び膜構造に及ぼす影響について調べている。安定なαヘリックス構造を取り、水中で強くパッキン
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グすることが知られている Leu と Aib の交互配列 12量体を用い、発色基としてエチルカルバゾール













あることが知られており、主に B 細胞との相互作用について調べたところ、腹腔内に存在する B1a
細胞が Lactosome に対する免疫誘導を担っていることがわかった。Lactosome によって活性化した
B1a 細胞は脾臓に移動し、抗体分泌細胞である形質芽球に分化し、さらに一部の細胞は形質細胞ま







合体を用いて、第四章で調べた免疫学的機構をベースに、抗ポリサルコシン IgM や IgG3 の産生量と
親和性について調べた。これらの分子集合体の物理的特性は、サイズ、粘弾性、および膜構造が異な
っている。その結果、直径 35 nm のポリマーミセル(G1)および直径 85 nm のベシクル(G4)を用いる
と、IgM と IgG3 の産生が最大であることがわかった。一方で IgG3 の親和性は、G4 および直径 200 




 結語では、本論文で得られた成果について要約している。  
（続紙 ２ ） 
 










明らかにしている。一方、直径が 60 nm 程度の小さなサイズのベシクルを調製する

















は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 29 年 4 月 24
日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程
学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 なお、本論文は、京都大学学位規定第１４条第２項に該当するものと判断し、 
公表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものと認める。 
 
